
雄　話　工　場　設　立　に【つ　い　て

1．設立の趣旨

本県の漁菜の賓情は其の規模の上からも、漁獲高の意味からも、既に戦前を凌駕し、順調な歩み

を続けているにも拘らす一面加工業は依然として振はす、むしろ戦前より漸時衰退の」途を辿つで

いる。中にも責諸工業は過去に於て土汎大津、那珂湊等に幾度か設立されたこともあったが・殆

んど企業としては失敗に終った。

其の原軌こついては．立地條件が適合していたいえか或は叉其の経営方針の欠隋によるものか或

は又技術の拙劣によるものか業界識者の間に大きな疑問を韓しているのであるが・この間題は本県

の漁業の発展上絢に重要な事項であるので、本年産毛界の要望に基き本場に次の如き缶詰工場を設

立して製品の優秀化は素より缶詰企業のテストケースとして運営の食倒ヒに努め本企業の振興を因

ることになった次第である0

2．工場及設備の概要
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・敷　　　　地　　　　願　有　地　　350坪

妻二建　　　物　　　木造瓦茸　穫坪194．5坪　1楳（内2階34坪）
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3．製造品目及数量

品　　　　　　　　名

鯨　大　和　煮　缶　詰

鰹　大　和　煮　缶　詐

同　フ　レ　ー　ク　缶　詰

秋　り　′くくし　蒲　焼　缶詰

秋刀魚大和煮缶詰

秋／J魚　大　和煮缶詰

鮪　塩　水　漬　缶　詰

鮪フ　レ　ー　ク　缶　詰

茹　　小　豆　缶　詰

牛肉　フ　レ　ーク　缶詰

東　砂　析　液漬缶詰
フ　イ　シユポール缶詰

粟　甘　露　煮　缶　詰

牛　肉　大　和煮缶詰
牛　肉　フレーク　缶　詰

規　格・数　量

4　　号

車2号

平2号

角3　B

4　　号

いわし缶

ツナ　2号

5　　号

6　　号

ケ　＿

2C／S3

8C／軍95

26

252C／S12

詠：／S25

103C／S17

180C／S42

139C／SO1

74

lc／S32

5　　号l　軌ソS3J

4　　号

5　　号

5C／S13

26C／S19

；言i16芸：；；4

4．錆殻滅設備の概要

名 極量等能　力「．頂稲

角型ク　ッ　カ　ー（2

生　切　用　テ　　ー

木　　製　　タ

鋸

ル

ク

串
プ

ソ

コ　　ン′　ク　リ　　ー　ク　y　ク

4叶：‾∵封待式二百釜（ステンレス張）

5M　聖圭　自　動　真　空　巻　締
機　　　　　　　　㊨

壷二品限魅力鴫迂缶詰製造這‾証言
1但けこ350跡
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毎分40缶
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途

蒸気塾生用

鮮魚蒸煮絹
原料魚の庭ヨ浬用

原料魚貯蔵、沈滞、血抜用

原料魚貯蔵用

調味料調整用

缶詰巻締究封用l丸顔）

怪置室名

ボイラー篭

原料炭浬窒

／′

ケ

／′

深妹室

勾詰巻韓殺菌墓



名 栴l敷可能　可　用　　　　途　と設置妄名
0型バキュームシーヤー⑳

セ　ミト　ロ　シ　ー　マ　ー⑳

アドリアソシーマ←　㊨　㊧

バーギyス式キヤン′ワッシャ一

三列≡段コツベア一式肉詰台

クリーニングテーブル　其の他

木製　ユキゾーストボックス

丁ストりア式横型レトルト

二　号　属　垂　書　付　問

K H　ホ　＿　ム　シ　＿　マ　＿

試験用直火式殺菌釜
カ　　　　　ツ　　　　　タ　　　　　＿・

降　　　火　　　水　　　糟

マ　　■　　ク　　ポ　　ソ　チ

屈　　折　　緒　　度　　計

書岳

1　台

1　列

1　式

1　基

毎分・15缶

毎分訪缶

毎分15・缶

毎分・100缶

■日産300痢

日産　〝
〟

l　　基・　　〝
r

l　　台目毎分40偶

1台庵分2缶
1　個　　　か

2　　台　日豪300缶

1　基19尺

1　台F日産300缶

2　　偶　0度一一60度

′　　　　　　　＼・′1

・・　　　　　　　日1

〝　　　（楕円角缶）

自動式二にて缶を沃源する

肉　　詰　　用

クリーニング肉詰、先付拍用

缶詰侃気吸水用

縫話殺菌用

アyカーキヤップ書付　　　　　研　究　室

擢話芸試陵用

肉語寸法に切静i

貯　　水　　用

維話1・－ク打ち用

砂糖ノ此度鳳繁用

備　　考

肉詰巻締殺菌
皇
屋　　外

空値倉庫

研究室

本缶詰工場の虚房的結論は敷箇年の日数を要するので本年度の蓮過については少雌

寸○
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